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研 修 報 告 書

令不日6年 2月 27日

長浜市議会議長 中 )|1 勇 様

長浜市議会議員  松 本 長 治

私が出席 した次の研修視察の結果について報告 します。

1.研修等名  令和 5年度 会派視察研修

2.研修期間  令和 6年 2月 20日 (火)～ 2月 21日 (水 )

3.研修場所及び目的

「自然災害に対する自治体の備えと補助について」衆議院会館

「勉強カフェについて」 仙台市
/「

東 日本大震災から学ぶべきことについて」 双葉町    '
4.調査内容感想等

・研修の 目的

【内閣府 。消防庁】

災害時の避難所のあり方と、防災・減災姑策に関わる国の考え方をお聞きし、今後

の市の姑策 に活かし

記

ヽし

【勉強カフェ】

大 人が黒 いっきり 弓髯ユで★る場 所 ^子うい つ 々牢 P日
障
1務

,拝供 され て るヽスタ 力 耳̀ 学し

スペ ー ス ヤ｀

【福島県 双華町】

大地震による津波や原子力発電所の事故など、複合災害に見舞われた双葉町。発

災時から今まで、そしてこれからの町の進むべき方向性について、どのように考えてお

の つ い べへ

に
'金

詐されているのかをお聞きし、今後の 逓 市 の 焼害 へ の備 えに活 か したいハ
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。研修内容

【内閣府・消防庁】

市町村が、行 うべ き災害応急姑策 を かつ的確 に行 う責任 がある。市長村長

は全庁的な災害姑応体制を確立し、災害のフェーズに応じた的確な判断。指示を

行 う必要があるハと言い切 られているぉこのこ 》 イまそれぞれ の 自治体 に とって、

非常に大 きな資映 を持つ言葉だ と思い す ^

これだけ大 きな青イ手を、全国の市町村 犬 め る 》同時 に、そ の た め の能 力強イ陀

の ための石罪修 狩 され (焼 害 を経験 され 首 岳 の 識泊 ′F内 、事イ丁ll室・危粘 管 y甲の

要諦を作成 し、市 に西R布 されていますハ

また、さま ざまな防災に関わる封策 を行 う場合の財政措置について、指定群難

所の防災機能の強化や資器材整備、拠′点避難地の整備、避難路や避難階段、防災

行政無線整備 な どについて、それぞれ詳 しく謝,明 を 1プ ていただきま したハ

避難所のあ り方について、近年の災害か ら学ぶ上で、特に女性や子 ども、高齢

者や しょうがい者等への配慮が、さまざま細かな部分までよくオ食討 され、整備に

感 り泳 まれ て い る と理角翠い た しま したハ

【第力強カフェ】

ありそ うでなかった、大人のための 耳唸場所、それが 「勧強カフェ |ですハ

周 り狩気 にせず繊強できる環境ぉまた 大 人 の 学びは効強だ けではオょ`い との考

えから、店内にノイズを流 しておられることや、同 じ勉強をされている人 と矢口り

合 ιヽ オrヽ ム ,′ や r同 1日井rアう示 ス ノ ベ ン k ιrなれΠヤ否費 /、 戸ガ  太 ま 二ごHユ テ|ヽ な■ヤ 白 ハ の

掛けを考えてお ら 支す ^

利用 される方の 用プランは多様で、個 々の生活スタイル な どによ り自分に

合ったプランを選択できる事や、飲食や会話 専ゝ可台監オFス ペー ス 幸ゝ設 け られ てい

ることから、他にはない魅力を感 じまし

勉強カフェは、自分の特別な居場所のひ とつ、といつた意味合いが大 きいので

はないか と感 じま した。

【福島県 双葉町】

東 日本大震災・津波 。原発事故 と れまでなんで来 られた道の りは、

非常に厳 しいものであったことを考えれば、当時から双葉町の皆 さんと関わ り

を 1、 たせていただいた者の一人として、この 12 年 の経渦 と今 回、あ らためて こ

の町に来られたことをうれしく、また く感じますa

双葉町の現状は、町面積の約 15%が 活できる区域になっていますが、町は

双葉駅を中心とした賑わいづくり、基幹産業である農業の再生、町民も来訪者も

楽 しめる海沿いのアクティビティエリアの復活等、さまざ な取り組みがされ

ていますハ

特に、な りわいづ くり≧して、 拗・事業再開を推准 されていて、現在

の て い のことで ま

については、除染後の農地の保全管理を地元農業者中心に実施 していただき、新
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た に鳥業 法 人 と毒 業 こ閣す る伺括 沖携 市 券締 結 ^チ甲,布、南相 馬 で 米 の 作 付 tサ 、

今 畳 冒 政ヽ り、商 面 を行 日ヽ厚幸

'′

い っ ´事 ↓ ヰ、チ ャ レンジ彰 セ 六拍′ていま十

生活 の 1夕込点 として、駅周辺 に住居 を し フロンティア 澁 澄辛ゝイこ育 すょ>「 テょ
｀
り

わい集落」と位置づ tす、これか らの町の姿を しつか りと描いてお られ る双葉町の

歩由ヒさんの 4に、あ らためて継締 の重 力学 ば十て たヽだ共ま した ハセ

・行政視察の結果を本市にどのように反映させるか

今回、能登半島を中心とする大地震を の当たり1こして、再度長浜市の防災・減災

対策を見直し、新たに対策対応が必要な箇所の抽出。平時ではない、まさに最悪な

状況を想像しながら準備をすることがなによりも重要であること。そして、住民 自らが自

今 事 μlプ て 、心の拳備 及身の回りの安全 を 掌 に確 イ果す ること力怠 らオたヽぃこ澁が企てだ

と、あらためて感じましたハ

また空きスペースの活用、空き家・空き地の活用についても、ちょっとしたアイデアと、

ニッチな取り組みを、 lノみオk｀がらやってみることヰ、必要ではないんサ 考 えます ^
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